
５月19日（土）、20日（日）

の２日間にわたり、香川県琴平

町で第42回国公女性交流集会を

開催しました。１日目は記念講

演、基調報告と職場・地域から

の報告、２日目は５つの分科会

と集会のまとめを行いました。

全国からのべ251人の仲間が集

まり、学び、語り、交流しまし

た。

会場には四国ブロック実行委

員会が作成し、四国にいる組合

員から寄せられた、300を超え

るメッセージで作られたタペス

トリーが飾られました。そして、

高松空港では、香川県メーデー

で準優勝したというプラカード

を持って、参加者を出迎えまし

た。また、今集会のマスコット

キャラクター「ぴっぴちゃん」

の特製うちわを参加者全員に配

布するなど、実行委員から心の

こもった歓迎がありました。

今号から数回にわたって、集

会の模様や参加者からの声など

をお伝えします。

記念講演は、福島県立医科大

学講師の後藤宣代さんの「フク

シマと「オキュパイ・ウォール

ストリート ―女性がつながり、

世界を変える― 」です。

世界各地で起こっている市民

運動と憤りの声、そして３．11

後、「福島」が「フクシマ」に

なってしまった、そのフクシマ

の実情、放射能の脅威などを、

熱く語ってくださいました。

講演では、「この会場にある

タペストリーにも多くの憤りの

声がある。今、世界中の若者が

怒り、行動を起こしている。」

と、連帯して声をあげることが

重要で、行動を起こすによって

少しずつ世界は変わってきてい

ること、「言葉は武器になる。

We are 99％がその典型例」と、

言葉の力を強調した上で、今の

運動は「強欲な１％VS我々99％

のたたかい」であるというお話

がありました。

また、原発事故後のフクシマ

については、後藤さん自らも福

島県在住であり、まだ原発事故

が収束していない状況が語られ

ました。原発事故による放射能

や風評被害により、福島の農民

が自ら命を絶ち、それに怒った

人々が立ち上がった話などを、

涙ながらにお話されました。

「自分のためにはなかなか声を

あげることはできないが、誰か

のためには声をあげることがで

きる」と、連帯の重要性を訴え

ました。

そして、「公務員は一番先頭、

一番中軸になるところだから、

バッシングを行い、分断しよう

としている」と、公務員バッシ

ングの原因を指摘され、「地域

と一体になって闘うことが重要」

と、今後のとりくみの示唆を与

えてくれました。

なお、講演内容の詳細は、後

日発刊の「国公労調査時報」で

掲載の予定です。

＜参加者からの声＞

○女性も、声をあげる時だと思

いました。

○声を出せば、行動を起こせば、

世論は変わる！

○「私もがんばらなくては」と

いう気持ちがどんどん湧いてき

ました。
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第42回国公女性交交流集会開催

ひろげよう 連帯と共同の輪

～つなげよう 希望ある未来へ～

記念講演

フクシマと
「オキュパイ・

ウォールストリート」
－女性がつながり、

世界を変える－

← メ ッ セ ー ジ で

「四国」の「四」

字を作ったタペス

トリー。メッセー

ジには一人ひとり

の切実な要求がびっ

しり。となりには

「国」の字も。

まるでミュージカルを見ているような後藤さんの力強い講演



職場、地域からの報告では、

３つの報告がありました。

まず、香川県教職員組合の中

尾忍委員長から、育鵬社の教科

書問題について報告がありまし

た。育鵬社の教科書は、太平洋

戦争を美化し、憲法を敵視する

もので、香川県でも現場の声を

聞かずにこの教科書を採択する

動きがあり、それを許さないと

りくみをお話しいただきました。

実際に採択した学校もありまし

たが、子どもの教育のためにも

何が問題なのか訴えていくうち

に、採択を許さない声が大きく

なり、今後のとりくみがますま

す重要になっているという報告

でした。

次に、全医労大島青松園支部

の新田恵一船長、恵美穂子介護

員から、全医労大島官用船問題

の報告がありました。ハンセン

病患者は国策で長年隔離され、

香川には国立ハンセン病療養所

の大島青松園があります。しか

し、そこにいくための官用船を

運転する職員が定年をむかえ、

民間委託しようとしたため、そ

れを許さず、職員の再任用を勝

ちとった報告がありました。

最後に、全厚生闘争団の綾信

貴さんから、社会保険庁分限解

雇撤回闘争について報告があり

ました。（要旨以下のとおり）

「生まれも育ちも香川県琴平町。

社保庁廃止により平成21年12月

末、分限免職処分となり国家公

務員の身分を剥奪。45年ぶりの

分限免職処分で、国の機関が廃

止、移管される場合、雇用の継

承規定がある。社保庁の場合は、

唯一の例外の国鉄民営化と同じ

選抜方式で、より悪質だった。

年金の業務がなくなることはな

く、年金機構にそのまま移って

いる。国家公務員の身分保障を

無視し、整理解雇の４要件から

みても異常である。人員削減の

必要性がなく、分限免職回避努

力が尽くされておらず、人選の

合理性もなく、懲戒処分歴がな

くても私の様に免職になった職

員もいる。手続きの相当性もな

い。現在、人事院へ全厚生組合

員39名が不服申立をしていて、

４カ所で裁判をしている。闘っ

ているのは、失った物が余りに

も大きかったから。職を失った

のが原因で家族まで失う。仕事

の替えはあっても、家族に代わ

るものはない。絶対許せない。」

４月９日(月）、毎年恒例の

国公労連女性協主催による「９

の日宣伝」を日比谷公園で行い

ました。（例年３月に開催して

いますが、今年は荒天のため４

月に延期）

女性協役員をはじめ女性８人

が参加、国公労連や各単組の役

職員も含む合計30人が参加しま

した。参加した女性全員が「憲

法をくらしに生かそう」とリレー

トークを行い、全労連女性部リー

フ「99％の力を合わせて１％の

横暴をおしかえそう」を原発ゼ

ロティッシュに入れて配布しま

した。通行人の受け取りが良く、

終了時刻前に配布が終了してし

まうほどでした。

最後は、女性協事務局次長の

森さんが「青い空は」を歌い、

宣伝行動を締めくくりました。
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職場・

地域からの報告
憲法をくらしに生かそう

「９の日宣伝」

華やかに開催！！

新しい母性保護
リーフができました！

右→が新しいリーフの表紙

です。「青空」をイメージし

たブルーの紙です。

このリーフを使って、職場

などで母性保護の学習にとり

くんでください。そして、学

習会などを行った組織は、女

性協に是非ご一報をお願いし

ます。

全厚生闘争団の綾さん


